
日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク

日本版TIPシート作成事業
本年度中間報告及び来年度以降の計画

事業代表者　　　　松崎　丈
宮城県・仙台市聴覚障害学生情報保障支援センター代表

宮城教育大学講師

１．背景と目的

　TIPシートは、もともとアメリカのPEPNetを構成する4つの地域センターのひとつである北東地区テクニカルアシスタント
センター（NETAC）によって開発された資料です。「ノートテイクって何？」「手話通訳を頼むにはどうすればいいの？」な
ど、聴覚障害学生を支援していくためにはいろいろな知識や情報が必要ですが、TIPシートにはこうした情報がトピックご
とに１枚ずつのシートに収められており、これから聴覚障害学生支援を始めようとする教職員や関係者に手軽に配布で
　日本でも、このようなTIPシートがあれば、全国各地で初めて聴覚障害学生を受け入れる大学教職員や関係者のニー
ズにそった情報の発信がより容易になる上に、シートの手軽さから、聴覚障害学生支援に関わる基本的知識の共有を
広げていくことができるのではないか、と考えて、本年度５月からTIPシートの作成にとりかかりました。

２．TIPシート開発事業の内容

　・国内で必要と思われるトピックのTIPシートを緊急性・重要度などから考慮して各弾毎に作成する。１弾１０～１５枚程。
　・トピックに関する専門家の方々に執筆依頼をし、PEPNet-Japan発行、PDF化してWeb上での公開を行う。
　・特にPEPNet関係大学・機関が、周辺の教育機関に対して助言・支援を行うための資料として活用する。

３．現在の進捗状況

　・デモ用に公開したTIPシートのフォーマットを最終的に決定。
　　　文字数やフォント、図絵の挿入などを決めました。別途資料をご参照ください。

　・第1事業メンバーで協議の上、TIPシート（第１弾）のトピックを以下のように決めた。
　　　（１）聴覚障害とその教育
　　　　　聴覚障害　　（聴覚障害の種類・程度など）　　
　　　　　聴覚障害幼児・児童・生徒を囲む教育環境　　
　　　（２）高等教育における聴覚障害学生支援
　　　　　高等教育における聴覚障害学生支援　　　　　
　　　　　日本における高等教育支援の現状　　
　　　　　講義保障の手段　　（通訳方法を詳しく紹介する内容・支援担当者に必要な基本知識）
　　　　　入学時のサポート　　（聴覚障害学生への対応で留意すべきこと、入学手続き・入学時の対応の仕方）
　　　　　講義における教育的配慮　　（教員の立場から教授法、教材の活用、通訳者がつく場合の配慮について）
　　　　　聴覚障害学生の心理的支援　　　（心理的問題・背景とその支援策）
　　　（３）講義保障の実際
　　　　　文字による通訳方法（通訳方法）　
　　　　　手書きノートテイク　（支援担当者に必要な基本知識・予想される誤解等への説明）
　　　　　パソコン要約筆記　　（支援担当者に必要な基本知識・予想される誤解等への説明）
　　　　　音声認識を活用した文字通訳　　（支援担当者に必要な基本知識・予想される誤解等への説明）
　　　　　手話通訳　　（支援担当者に必要な基本知識・予想される誤解等への説明）
　　　（４）円滑な保障のために
　　　　　通訳者との連携方法　　　（資料の事前提供や守秘義務など）
　　　　　通訳者の健康管理　　　（学生ボランティアでも健康管理が必要など）

　・今後、第２弾の各TIPシートの執筆候補者に依頼し、４月末に全シート完成を目指して編集作業を行う。



 

 

 

 

 

 

 

 

障害の早期発見見出見出見出見出しししし    ＨＨＨＨＧＰＧＰＧＰＧＰ創英角創英角創英角創英角ｺｺｺｺﾞ゙゙゙ｼｯｸｼｯｸｼｯｸｼｯｸ    11114444ptptptpt    本文本文本文本文    ＨＧＨＧＨＧＨＧ丸丸丸丸ｺｺｺｺﾞ゙゙゙ｼｯｸｼｯｸｼｯｸｼｯｸＭＭＭＭ‐‐‐‐ＰＲＯＰＲＯＰＲＯＰＲＯ    10.5pt10.5pt10.5pt10.5pt    現在の日本では、新生児聴覚スクリーニング検査が行われるようになり、子どもが生まれた直後に聴覚の異常の有無が調べられるようになってきました。今の時点で高等教育機関に進学してくる聴覚障害者の場合には、そこまで早期ではありませんが、ゼロ歳代、１歳代に障害が発見され、補聴器の装用、両親への援助などの教育的な働きかけが開始されたケースが半数を超えています。 障害が発見された直後の子どもの教育は、聾学校での教育相談や就学前教育、難聴幼児通園施設、病院、クリニック、障害児療育センターなどのさまざまな場で行われてきました。いずれの機関でも、単に子どもに補聴器を装用させるだけでなく、発達初期における親子関係を重視し、親が子どもの障害を受け入れ、親子の間や子ども集団の中での豊かなコミュニケーションを確立し、遊びを中心とした生活全体を通して全人的な発達が進んでいくように指導が進められています。 
幼稚園段階の教育環境  幼稚園段階になると、多くの聴覚障害児は聾学校幼稚部で教育を受けることになります。一部の子どもは難聴幼児通園施設に通います。聾学校で教育を受けた場合でも、健聴児との交流を図るために、１週間に１日程度を一般の幼稚園や保育所で過ごす経験をしたケースが多くあります。  現在は幼児の段階から手話を取り入れる教育機関が増えてきましたが、以前はほとんどの場合、子どもが補聴器を使いながら話し言葉の口形や表情を読み取り、発音発語ができるように指導する聴覚口話法という方法がとられてきました。従って、現在の青年期の聴覚障害者の中で聾学校の経験がない人の場合には、補聴器を使って音を聞き取り、不明瞭ながらも話すことはできても、手話をほとんど使うことができないという人が多くいます。 
小学校段階の教育環境 聾学校幼稚部で教育を受けた子どもが小学校段階に進む場合、そのまま聾学校小学部に入る場合と、通常の小学校に変わる場合があります。後者をインテグレーションといっています。難聴幼児通園施設や幼稚園・保育所 

        のみで過ごした子どもの場合はほとんどが通常の小学校に入ります。 聾学校小学部では、聴覚障害児一人一人のニーズに配慮しながらきめ細かな学習指導がなされます。ただ、聾学校に在籍する児童の数は次第に少なくなってきており、１学級の構成員が１人あるいは数人というところが大部分です。そうすると、友人関係が固定される、競争心や協調心が生まれにくい、学習が児童の能力レベルに止まってしまって高められない、学校にいる時間の多くが教員と児童の１対１になり息が詰まる、伸び伸びとした子どもらしさや社会性が育たない、といった弊害が起きてくるおそれがあります。 

 固定制の難聴学級の場合を除いて、小学校で学ぶ聴覚障害児の大部分は多数の健聴児に囲まれて一人だけで学校生活を過ごさなければなりません。教科学習は教科書や黒板に書かれた文字を頼りにして、独学に近い形で進めます。子どもの能力にもよりますが、家庭学習で補うなどの方法で健聴児と同様の学力を獲得することは可能です。しかし、学級や学校全体で行われる活動になると得られる情報には限界があります。教室全体が教師の話でどっと沸いた場面でその事態がつかめずに作り笑いをしたり、集団の会話の輪に入れずにあいまいなうなずきでその場を取り繕う、といったことがしばしば起こります。常に周囲の状況や友だちの行動に注意を向けていなければならないので、過度の緊張を強いられることにもなります。  外向的な性格で集団活動にとけ込むことができる聴
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・児童・生徒を囲む教育環境 
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